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孔舎衙小校長 高山卓三 

             まずは、正式な学級閉鎖のお知らせです。 

 本校 3 年 1 組においては コロナ感染状況を考慮し本日「再開された PCR 検査事業」を実施（検体採取）し、その

検査結果が届くまで 2 日間を学級閉鎖することといたしました。 

 学級閉鎖：孔舎衙小 3年 1 組・・・期間：令和 4年 2 月 8 日（火）と 2月 9日（水） 

 PCR 検査結果連絡予定・・・2 月 9 日（水）・・・学校へ連絡が入り、各保護者さまへお知らせします。 

（検査結果により、この下の説明文の終わり近くに書いているような「そうとう多くの出停（陽性）」ということに

なれば、３－１の学級閉鎖を延期する場合もあります） 

 

・「念のため PCR 検査」期間としての学級閉鎖です。３－１の子どもたちが「濃厚接触者」に確定ではありません。 

・学校で勉強している時間帯は、お家で勉強をしたり、読書をしたり、工夫して学んでください。 

・可能な感染防止的な生活を送ってください。 

・ipad（ロイロノート）での健康観察は閉鎖中も送信してください。 

・閉鎖中の学習課題についてはロイロノートで送信します。  

＊３－１児童は閉鎖中「ちびっこ」にもいけません。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「PCR 検査事業」や「学級閉鎖・学校閉鎖など」の考え方 

まずは本日午前、3年 1組保護者あて発信した「スマイルネット」の文面です。 

 

孔舎衙小です。３年１組の保護者さまに急ぎお知らせいたします。 

★本日２月７日（月）学校の得た情報では「３年１組にコロナ陽性者と感染を疑える有症状者が複数おり、その発症

日が短い期間に集中している」ことがわかりました。またその複数名は「発症前の２日間に登校していた」に該当し

ます。 

★学級内での感染予防生活は続けておりましたが、「拡大抑止と安心」のため、３年１組では、本日６時間目に登校し

ている児童全員の PCR 検査を実施いたします。明日８日の検体回収と検査開始～９日の検査結果到着まで、３年１組

を学級閉鎖いたします。 

◆３年１組・学級閉鎖・２月８日（火）と２月９日（水） 

●検査結果は９日（水）に保護者あて発信します。 

◇この検査結果により学級閉鎖を延期する場合もあります。（例えば陽性者が多数検出され、陰性者のみ登校しての授

業に差し障りがあると校長が判断した場合など） 

・・・取り急ぎお知らせいたしました・校長・・・ 

 

以下、現時点かつ孔舎衙小学校における「校長が対応基準と考えていること」という範囲内でお読みください。（本市

立の全学校園で共通したものとは言えません） 

 

① 本校では教頭・保健室担当が中心となって、日々、コロナ陽性者・濃厚接触者の情報をエクセルに入力していま

す。この集計によって、数日後までの「学級内～学校全体の出席停止状況」が概ね把握できます。 

② 同時に発症前の登校状況をつかみ、学校内での「感染防止生活の確認」等を行っています。 

・ここまで、各学級に「陽性や濃厚接触」が出ていますが、「家族内に陽性者がいる」や「他児童とは発症日が離れて

いる」など、『学級内での感染の心配』が感じられない状況でした。（疑えばキリはありませんが） 



 そのため、現「東大阪市 PCR 検査事業」（1月 26 日～）の活用判断はいたしませんでした。 

     （決して、本校から陽性児童が出ていないわけではありません） 

 

今回の判断は、どんな理由か 

まず「学級内の陽性（出停）人数が〇％をこえたから」・・・ではなく、 

・「陽性または有症状者が複数名おり、ほぼ近い日に発症していること。」 

また、 ・「感染ルートらしきものが見えづらいこと」 

さらに、・「発症前 2日間に登校していること」 

  という 3 条件があてはまり、「学級内での感染」を心配することも必要と判断しました。 

 

医学的素人の校長ですが、「拡大抑止と安心」のため「念のため PCR 検査＋学級閉鎖」を選択いたしました。 

               

ほかに閉鎖は考えていないのか？ 

★本日の例のようではない場合で、 

主としてコロナ要因での欠席（出停含む）が「〇人以上」や「△％以上」で閉鎖という数値だけでの基準は決めか

ねています。 

 

              

じゃあ、どんどんコロナ出停が増えたら？？？？？ 

 

まだ、本校は、その状態ではありませんが、 

●「学校登校での授業＋お休み児童への学び保障」を教職員が担いきれない。（時間的・体力的・・・） 

●「登校している児童だけでは、授業などに支障がでる。」例えば給食が運べない？共同作業ができない？   

など、条件は様々考えられます。 

 

＊〇人休んでいるけど、明日は Aさん復帰だから、乗り切ろう！その次は Bさんも来れる！ 

 せっかく、出停明けを待ち望んでいるのに、閉鎖したら・・・・・という思いも無いとは言えません。 

 

 

これが正解か？と問われれば「わかりません」としか答えられないです。 

子どもたちにも「厳しい行動制限のお願い」（放課後の遊びでも）をしているのに、なるべく学校を閉鎖しないことを

狙っているようで、自分の中でも未消化があります。 

 

どうか、ご意見いただければ参考にさせていただきます。ただ、電話よりも、ロイロノートなどで送信いただいた

ほうが時間的には助かります。 

 

 

                       重ね重ね 2月 7 日時点の文書です。高山卓三 


